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回廊式放射状迷路におけるマウスの課題遂行の分析

Ｍｉｃｅｉｎｒａｄｉａｌｍａｚｅ：Ananalysisofchoicepattern

andeffectsofpelletsarrangement
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Ｔｗｏｇｒｏｕｐｓｏｆｍｉｃｅ（BalbC）ｗｅｒｅｔｒａｉｎｅｄｉｎ６､armradialmaze・Trainingwasdivided

intotwophases・Eacharmwasbaitedwithasmallpelletintraininglandrandomlv
selectedthreearnlswerebaitedil1ｔｒａｉｎｉｎｇ２．ＥａｃｈｔｒａｉｎｉｎｇｃｏｎｔｉｌＩｕｅｄｆｏｒｌ５（Iavs，Ｔｈｅ
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correctresponseandcorreｃｔｒｅｓｐｏｎｓｅｓｉｎｔｈｅｆｉｒｓｔ６ｅｎｔｒｉｅｓｗereexamined・

Ｔｈｅｍｉｃｅｉｎｂｏｔｈｇｒｏｕｐｓｓｈｏｗｅｄｈｉｇｈｌevelperformanceevenintheearlystageoftrain‐

ingandchangeofbaitingconditiondidnotalfecttheirperformance・Mostofthesubjects
showedatendenｃｙｔｏｔｕｒｎｔｏｔｈｅａ(]jacelllarmlln(lthisprolileofchoicewasmoreclearly

observedunderevervarmbaitedconditiol1・Ｔｈｅｓｅｒｅｓｕｌｔｓｓｕｇｇｅｓｔｔｈａｔｔｈｅｂｅｈａｖｉｏｒｏｆｍｉｃｅ

ｉｎｔｈｅｒａｄｉａｌｍａｚｅｗａ笛ｎｏｔａｃｑｕｉｒｅｄｏｎｅｂｕｔｔｈｅｉｒｕｎｌｅａｒｎｅｄｓｔｒａｔｅｇｙｏｆｆｏｒａｇｉｎｇ．

放射状迷路課題はラットの空間記憶を検討するため

に，Oltonによって考案された（OIton＆Samuelsoll

1976)。これは，放射状迷路のアームの先端にエサが一

粒ずつおかれている状況で被験体に採食行蜘をさせると

いう課題であり，未進入アームへの進入は正選択，既進

入アームへの進入は誤選択と定義される。そして，既進

入アームへ再進入することなく，全アームを巡ることが

被験体にとって最適方略となる。

O1tonの原報以来，被験体は主としてラットが用い

られているが，これ以外にはシャム闘魚（Roiblateta1.,

1982)，ハト（Bondeta1.,1982；Olson＆Maki.,1982：

Roberts＆Veldhuizen,,1985)，ジュズカケパト（Wilkie

eta1.,1983)，マウス（表１参照)，スナネズミ（Wilkie

etaL1983)，ヒト（Ａａｄｌａｎｄｅｔａ1.,1985；Foreman

eta1.,1984),などの種が用いられている。このうち，トリ

は他の種と比較して誤選択する傾向の多いことが知られ

ている。このことは，トリの採食方略が他の種のそれと

異なっているためと説明されている（BondetaL，1982：

Wilkieeta1.,1981)。

表１にこれまでに報告されているマウスを被験体とし

た実験例を示す。習得過程については，マウスでは正反

応数が第一セッションから偶然水準より高くかつ全実験

セッションを通し安定していることが報告されている

(Mizumorieta1.,1982；Ｐｉｃｋ＆Yanai，1983)。また強

化子については，Ｐｉｃｋ＆YalTai（1983）が水，Bern‐

steinら(1985)が食塩水を用いているが，課題遂行にお

いて，エサ強化の場合と大きな差は認められないと報告

している。被験体の系統差についてはReinsteinら

(1983）がC57Br/cdj，BalbC/cj,C57BV6jについて，高

架式８アーム放射状迷路での課題遂行安定後の正選択数

を指標として検討したところ，C57Br/cdj＞BalbCにj＞

C57Bl/6ｊの順に成績がよいことが示された。さらに,経

年変化の影響について，c57BV6jの８カ月令体と２７－８

カ月令体を正選択数を指標として比較したところ有意差

がみられなかったことが報告されている（Bernsteinet

aL1985)。
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炎１マウスを１１｜いた放＃|)１k迷路ilII1MIm実験の諸例

1２

者 被験体ｌ装瞳箸 結 染

Bernsteineta］（1985）lC57B1/6ｊｌ商架式８アーム’８ケ月令体と２７－８月令休で有愈差なし。

特定の選択傾向なし。
エサは３アームのみにおかれた。

Leavyetal（1982） ＣＤ－ｌ 回廊式６アーム

正選択数はセッション初lljlから偶然水準
より高く安定。特定の選択傾向なし。

回廊式８アームＭｉｚｕｍｏｒｉｅｔａｌ（1982）ｌＣＤ－１

正選択数はセッション初期から偶然水準
より高く安定。

ｌｌｌＵｉｉｌｉ式８アームPick＆Yanai（1983） lｌＳＩｂａ

lLil廊式で隣接アームを順次選択。
高架式では特定の選択傾向なし。

系統差の比較
C57Br/cdi＞BalbC/cj＞C57bl/6』

回廊式８アーム
高架式８アームPico＆Davis（1984） ＣＤ-１

C57Br/cdj
c57bV6j
BalbC/cｊ

高架式８アームReinsteinetal（1983）

Ｐｉｃｏ＆Davis（1984）は迷路外視覚手がかりの利用の

度合が異なると考えられる２つの型の迷路一回廊式迷路

(天井と壁のある迷路）と高架式迷路一での課題遂行を比

較し，正選択数については有意差がなかったが，反応ペ

タンについては|則廊式迷脇において隣接アームを１１１１J次選

択していくというパタンの発現頻度が有意に高いことを

報告している。一方，Mizumoriら（1982）はこのよう

なパタンの発現を報告していない。そこで、本実験では

先ず、このパタンの発現を検討する。

さて，ラットが短期間でこの課題を効率よく遂行するよう

になることにつし､ては，このIi1lL題遂行における方略が|］

然場面における採食方略(win･shiftstrategy）と一致し

ているからであると説明されている(Ｏ１ｔｏｎｅｔａ1.,1977；

Oltoll＆Scholsberg,1978：ＯＩｔｏｎｅｔａ1.,1980)。とこ

ろでこの行動が未進入アームの選択がエサで強化，未進

入アームの選択は非強化という随伴性に因るとすると，

これまでに報告されているマウスのこの行動の習得過程

や回廊式迷路で発現する反応パタンは説明できない。本

実験ではふたつのエサの配置条件を設け，一方の条件で

は隣接アームの選択が必ず強化され，他方の条件では強

化されない場合があるようにし，この探題遂行と隣接ア

ームを順次選択するという反応パタンが強化随伴性に依

存するか否か検討する。

３

Ｆｉｇ．１６－armradialmazeformice、Ｄｅｔａｉｌｓｗｅｒｅ

ｇｉｖｅｎｉｎｔｈｅｔｅｘｔ．

装征：図１に示されるような６本のアームのある放射状

迷路が用いられた。

材質は厚さ２ｍｍのプレキシグラスで，各アームは長

さ30ｃｍ，巾６ｃｍであり進入口から５ｃｍのところに高さ

3.5ｃｍ，巾６ｃｍの黒いプレキシグラスの障壁が設けら

れている。なお，壁の高さは10ｃｍである。アーム末端

から１ｃｍのところにペレットをいれるくぼ糸がある。

中央プラットホームの直径は１５ｃｍである。

迷路は雑音の少い，東側に窓のある実験室に設置され

た。迷路上方に螢光灯があり明るさは約380ｌｕｘであっ

た。室内には棚，椅子などがあり，実験者は室内の南側

に位置していた。

法方

被験体：生後６週令のＢａｌｂＣマウス（メス）１２匹が用

いられた。実験期間中体甑は安定体敢（22-319）の80-

85％に統制された。なお，水は自由に与えられた。実験

は午前10時から午後３時までに行われた．
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手続：被験体は６匹ずつ２群にわけられＩ順応期，第１訓レットが１個ずつ置かれ，被験体は10秒間中央の出発台

練期，第２訓練期の３つの訓練を受けた。に閉じ込められた後，すべてのベレットを摂取するか，

Ｉ群は，｜|頂応期第１日目には，１０分間迷路内を[1[LIに１２選択を行った時点で迷lMiから出された。なお選択の基

探索させた。第２～４日では各アームに20ｍｇのベレヅ 準は進入口から５ｃｍの所にある障壁を乗り超える事で

卜を１個ずつ置き，被験体を中央プラットホームに10秒ある。

間閉じ込めた後，迷路を目''1に歩かせ，すべてのベレッ 第２訓練は第l1ilil線終了後に１５日ＩＩＵｌｌ行われた。この期

トを摂取するか，１０分間の時''3経過の後に迷路から出し間は３本のランダムに選ばれたアーム仁の象ベレットが

た。置かれた。他の条件は第１訓練と同様である。

第１訓練は15日間行われ、この間すべてのアームにぺ 第Ⅱ群は||頂応llUlの２～４Ⅱにおいてベレットが３１|』償
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かれ，訓練は第２訓練，第１訓練のlllpi序で行われる。他

の点はすべて第１群と同様である。

Ⅱ
！
〃
（
Ⅲ
Ｕ

㈹
０
１
Ｊ

E種Zl6-Pelletsload

F13-Pelletsloa。
結果

図２は第１群の順応期最終３日間と第１訓練，第２訓

練でのはじめの６選択における正反応数を示したもので

ある。ここで正反応とは未進入のアームを選んだ事をさ

す。順応期において極めて急激な正反応数の増加があり

第１，第２訓練を週じて，その成績は維持されており、

ベレット配置条件の変化は行動に影響を与えていない。

図中の破線はSpetch＆Wilkie(1980）による６本放射

迷路での偶然水準を示す。

図３は第Ⅱ群の結果を示す。やはり順応則に急速な正

反応数の増加があり，第１，第２訓練を通じて偶然水

準をこえる成績が示された。ペレット３個から６個の条

件に移行するとわずかながら正答数の上昇が見られた。

図４はあるアームを選択した後に，次にどの位置の

アームを選ぶかを分析したものである。アームの表示は

図１に従っている。両群とも，どちらの訓練条件でも隣
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strategy・Ｄｅｔａｉｌｓｗｅｒｅｇｉｖｅｎｉｎｔｈｅｔｅｘｔ．

（*：Ｐ＜0.05）

接のアームを選ぶ場合が多い。又，第Ⅱ群では左側を選

択する率が高い。なお，隣接アームを選ぶ傾|(,]は訓練初

期から出現し実験期間を通じて維持された。更に隣接

アームを順次選択するという反応パタンを検討するため

にＰｉｃｏ＆Davis（1984）に従って，少なくとも３本の隣

接アームを|順次選択するという反応ペタンが発現したセ

ッション数の全セッション数に対する割合を図５にしめ

す。第１群ではエサの配置条件間でこのパタン発現に有

意な差はなかったが，第Ⅱ腓ではペレット３個から６個

に移行するとこのパタン発現率は有意に増加した（P＜

0.05ｔ-test)。
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「 考察

以上の結果は，回廊式放４１状迷脇におけるマウスの課

題遂行について，１）きわめて短期間で正選択数が偶然

水準より高くなりかつ実験期間を通してこのレベルでの

遂行が安定する，さらにこれはエサの配置条件によって

影響されない。２）隣接アームを順次選択していくとい

う反応傾向がみられ，３）ペレットが３個から６個に移

行するとこの反応傾Ifijは有意に増加する，という３点を

示す。

さて第１の点については，この行動が未選択アームの

選択が恢化，既選択アームの選択は非強化という強化随

伴性によるのではないことを示唆する。これについては，

CD-1系マウス（Mizumorieta1.,1981）およびＩＩＳＩ

－２－１Ｏ＋１十２＋３

１(ｅｌａＵｖｅＡｒｍＩ､K,丙ｉＬｉｏｎ

Ｆｉｇ、４Ｐｒｏｉｉｌｅｏｆａｒｍｃｈｏｉｃｅｏｂｔａｉｎｅｄｆｏｒｍｔｈｅ
ｆｉｒｓｔ６ｃｈｏｉｃｅｓ．‘`＋”ａｎｄ‘`－，，indicate

clockwisean(Icounter-clockwisedirec‐

tionrespectivelV・Theupperpanelshowed

meanperformanceofGroupLandthe

lowerpanelthaｔｏｆＧｒｕｏｐｌＬ
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ｂａ系マウス（Pick＆Yanai，1983）でも放射状迷鵬課

題遂行のレベルが実験初期より全期間を通して偶然水準

より高くかつ安定していることが示されている。本実験

の結果はこれらの事実と共にマウスの放射状迷路課題遂

行は非学習性行動であることを示唆する。なお，稲川・

渡辺（1985）はマウスを用いてエサの置かれていない放

射状迷路における探索行動において実験初期より未進入

アームの選択が偶然水準より高くかつ安定していること

から，この課題遂行が非学習性の行動であることをあき

らかにした。

第２の点であるが，Oltonの原報以来高架式迷路にお

いては，ラットでもスナネズミでも特定の反応パタンが

発現したという報ｆｌｉはほとんどないが，回廊式迷路を川

いた時にはラットにおいても隣接アームをlllEi次選択して

いくというパタンが発現することが報告されている

(Eimon,1980；GoddingetaL，1982)。さらに，凹廊式

迷路を用いたシャム闘魚（Roblateta1.,1982)，ハト

(Ｂｏｎｄｅｔａ1.,1981；田中・寺田，1983)，ヒト（Aadland

eta1.,1984；ＦｏｒｅｍａｎｅＬａ1.,1985）の実験においてこ

の反応パタンが発現することが報fliされており，本実験

を含め現在まで得られている実験結果はＰｉｃｏ＆Davis

(1984)の報告を支持する。

第３の点は，放射状迷路での行動パタン発現にエサの

配置条件が関与していることを示す。稲川・渡辺(1985）

は，エサの置かれていない高架式放射状迷路での探索行

動よりもエサの置かれた時の採食行動の方がパタン化の

度合は高いことを報告している。Ｐｉｃｏ＆Davis（1984）

は反応のパタン化は環境要因（高架式迷略/回廊式迷路）

によるという説を提出しているが，本実験の結果は環境

要因として迷路の型、糸ならずエサの配fit条件を含めて

考えるべきであることを示唆する。

以上の考察よりマウスの放射状迷路課題遂行につい

て，この行動が非学習性の行動であることが示唆され，

また，反応パタンについては，エサの配臘条件が関与し

ていることが示された。今後の問題点として，マウスの

放射状迷路課題遂行における手がかりの同定，系統差に

ついてのより組織的な検討などが挙げられる。
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